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（活動拠点）みずべのアトリエ（南荻島出津自治会館Ⅱ）は、戸建分譲の開発要件で新設された、
地域に２つめとなる自治会館。計画段階から、行政・自治会・近隣大学等と共創し、住民参加型による新たな拠点づくりを丁寧に
進めた事例。その結果、「地域ニーズの把握」と全国的な課題でもある「担い手不足の解消」に成功し、オープンから５年、年間延
べ2,000名以上が来訪し様々な集いやイベントが開かれる『予約の取れない自治会館』となっている。宅地開発（ハード面）にお
いては、隣接する元荒川沿いに自治会館と公園を配置(計画変更)し、地域資源である川辺を含めた一帯を「まちのリビング」と位
置づけ計画、誰でもふらっと立ち寄れる「地域のコミュニティ拠点」を実現した。河川敷へのアクセス担保も県や市と粘り強く協議を重
ねた結果、安全なアプローチ整備を実現。その後も、スロープやカヌー乗り場が新設されるなど、利活用が継続・発展中。

活動の概要

活
動
内
容

新たに創造する地域価値・
解決を目指す社会課題等

【課題➀】地域の担い手不足・高齢化（若手の担い手発掘・育成）

【課題②】新旧住民が緩やかに繋がり活用されるコミュニティ拠点づくり（新たな地域価値の創造)

【課題➂】子育て世帯の居場所不足・孤立対策（子育て支援＆居場所の創造）

【課題➃】地域資源である川辺の美化・活用（草ボーボー → 常時メンテ、活用化）

先進性・新規性

「地域におけるポジティブなインパクトが大きな、大変秀逸な計画である。独自性は、自治会
館と公園（といっても大きくはない）の配置につきる。たいていはこうした施設は地域の活動の
中心であることから、配置的にも中心になることが多いが、それを川岸によせ、むしろ河川敷へ
の結節点のように扱うことで、河川敷全体が暮らしに取り込まれるようになっている。 公園と河
川敷のアクセスの連続性を担保することは、手続き的にも難易度が高いことが想像され、(中
略)関係者の大きな努力が窺える。」－2020年度GD賞受賞審査員コメントより

地域づくり・
コミュニティづくりへの寄与

【寄与①】地域の新たな担い手 まちづくりサポーター34名、自治会長の世代交代に成功！

【寄与➁】年間2000名以上が利用する「予約の取れない自治会館」が誕生
【寄与➂】子育て世代が集える企画だけでなく、近隣大学生による学習支援も毎週開催
【寄与➃】常に草が刈られた美しい河川敷が実現、カヌー乗り場も新設され常に発展中

活動の成果
オープンから５年、年間延べ2,000名以上が来訪し様々な集いやイベント
が開かれ活用されている「予約の取れない自治会館」が誕生
（２階 予約件数の推移は右図グラフの通り）

特にアピールしたいポイント

「自治会館」と聞いて、皆さんはどのような場を想像するでしょうか。
ちょっと薄暗くて普段は鍵が掛かり、役員のおじさん達が時々集まり、お祭り
などの時にしか入れない場所…そんなイメージが多いのではないでしょうか。
全国の自治会館が、いつでも、誰でも、ふらっと立ち寄れる、安全安心な
地域の居場所になったらよいなと思います。

他の受賞歴等
●グッドデザイン賞受賞（2020年） ●越谷市自治会連合会団体表彰受賞（2022年）
●第１回地域価値を共創する不動産業アワード 「１次審査通過」

【共創者】中央グリーン開発（不動産業者）・埼玉県/越谷市（地方公共団体）・南荻島出津自治会/まちづくりサポーター（NPO法人）他

＜自治会館＞

子どもの宿題を見守る学生サポーター

（１F）

住民の特技を生かした教室

＜公園＞水辺で乾杯！

定期的な地域イベントに地域住民が集う

<河川>進む水辺利活用

地域の働きかけで追加されたカヌー乗り場

定期的に体験イベントが開催
地域住民が水辺を楽しむ姿が日常に

（２F）



中央グリーン開発株式会社 ・
（戸建て分譲住宅の企画・開発・販売） ・

企業紹介（ポラスグループ 中央グリーン開発）

サスティナブルなコミュニティは
住む人を幸せにする ®

ポラスグループは、まちづくりを手掛けています。

浦和レッズ トップパートナー／ 2013年～
「地域密着の理念」が共通点

本社：埼玉県越谷市（創業55周年）
特徴：地域密着型経営、直営責任一貫体制

住まいに関するあらゆる

サービス・工程を自社グループで提供



＜活動概要＞

みずべのアトリエ

☞ 予約の取れない自治会館「みずべのアトリエ（南荻島出津自治会館Ⅱ）」

戸建分譲の開発要件で新設された、地域に２つめとなる自治会館。計画段階から、行政・自治会・近隣大学等と共創し、住民参
加型による新たな拠点づくりを丁寧に進めた事例。「地域ニーズの把握」と全国的な課題でもある「担い手不足の解消」に成功
し、2019年のオープンから５年、年間延べ2,000名以上が来訪する、予約の取れない自治会館です。



＜活動概要＞ 活動のきっかけ（2016年秋 プロジェクトスタート）

☞ 埼玉県越谷市の開発要件「50棟以上の開発は集会施設を設置のこと」

64邸の分譲地開発
（旧企業研修施設）

南荻島出津自治会エリア
（750世帯ほど）

既存の自治会館

みずべのアトリエ

【課題➀】地域の担い手不足・高齢化 → ２か所の運営は難しい…
【課題②】２か所も自治会館いる…？ →  活用されるコミュニティ拠点づくり

その他」…【課題➂】子育て世帯の居場所不足・孤立化対策（子育て支援＆居場所の創造）

【課題➃】地域資源である川辺の美化・活用（草ボーボー → 常時メンテ、活用化）【課題➄】水害への不安解消



☞ 南荻島未来会議 ー自治会・越谷市と共催（全４回）

＜活動概要＞ ２年半の月日を掛けた、住民参加型による新たな拠点づくり

「この街にもう一つできる集会所、
どんな使い方をしたいですか？」

大人から子どもまで のべ150人が参加
丁寧に対話を重ね「住民ニーズの顕在化」
と「新たな担い手の発掘・育成」を進めた



＜活動内容＞ ２年半の月日を掛けた、住民参加型による新たな拠点づくり

☞ ＜まちの未来予想図＞が完成！ ー 街の皆さんが欲しい未来をイラスト化



南荻島未来会議の写真

＜活動内容＞ ２年半の月日を掛けた、住民参加型による新たな拠点づくり

※みずべのアトリエオープン半年後まで約２年間の伴走支援を実施

☞「まちづくりサポーター」発足 ー欲しい未来は自分で。新たな地域の担い手育成



＜活動内容＞ ２年半の月日を掛けた、住民参加型による新たな拠点づくり

☞ 住民参加型DIYでの拠点づくり ー関わる地域の人を少しづつ増やす



＜活動内容＞ 開発の工夫

☞ ランドスケープ（全体計画）の変更 ー 地域資源を活用し発展性ある配置へ

地位資源を活かすべく、自治会
館と公園の配置を元荒川沿いに
変更。隣接する河川敷・遊歩道
と一体的な空間構成とすること
で、地域コミュニティ拠点とし
てのシンボルを形成。

川辺の既存樹木を残し
地域住民が慣れ親しんだ風景を継承



＜活動の成果＞ ２年半の月日を掛け、丁寧に地域と対話しながら場づくりを進める

☞ 2019年春 みずべのアトリエ（南荻島出津自治会館Ⅱ）オープン！



＜活動の成果＞ オープン後の様子（予約の取れない自治会館「みずべのアトリエ」）

☞ 毎日、何かしらの集まりやイベントに活用される自治会館に

※オープン後１年間の集計



＜活動の成果＞ オープン後の様子（予約の取れない自治会館「みずべのアトリエ」）

☞ コンパクトながらも、日常もイベント時も気軽に人が集う公園に



＜活動の成果＞ オープン後の様子（予約の取れない自治会館「みずべのアトリエ」）

☞ 地域住民が川辺の自然を楽しむ姿が日常に。カヌーも楽しめるように



＜特にアピールしたいポイント＞

＜特にアピールしたいポイント＞



南荻島まちづくりサポーター 34名
（うち９名はキッズサポーター！ ）

5周年イベントに向けた
ミーティング風景

子育て世代の居場所にも

【課題➀】地域の担い手不足・高齢化（若手の担い手発掘・育成）

＜特にアピールしたいポイント＞

☞ 新たな担い手が続々誕生！多世代がまちづくりに参加中



＜趣味・習い事＞
フラダンス
ピラティス
ヨガ
ダンス
リトミック
アロママッサージ
ピアノレッスン
バランスボール

＜交流の場＞
ママ会
お茶会
子育て交流会
親子遊び
子連れの集まり
友人との集まり
ゼミの忘年会
ランチ会

＜大学ゼミ・サークル＞
面接練習
子どもの学習支援会
大学ゼミの発表会
県の研修
自治会役員会

ボーイスカウト
スマホ教室
バイオリン練習

<その他・催し＞
テレワーク
フレイル対策
育児サークル
映画観賞会

みずべのアトリエ予約利用例

＜特にアピールしたいポイント＞

【課題➁】活用されるコミュニティ拠点づくり（新たな地域価値の創造)

☞予約は右肩上がり。予約の取れない自治会館が誕生（システムエラー）

空きがない予約カレンダー



大学生のサークルメンバーがみんな優しくて子ども

達も懐いているので、毎週学習支援に行くのを楽し

みにしています。学校から帰ってくると速攻で「ア

トリエに行ってきていい？」と聞いて出かけていき

ます。5年生のお姉ちゃんも学校で友達と誘いあっ

て勉強しにきています。宿題が多くて遊ぶ時間がな

いので宿題しながらでも友達といられるのは嬉しい

みたいです。ママさん達とも学校のことなど相談が

できる場があるので助かってます。

（Aさん 30代 2児の母 ）

みずべのアトリエ 利用者の声
みずべのアトリエを利用してから、幅広い年齢層の

方々とテーブルを囲みながらお話ししたり交流を深

める事が出来てとても嬉しく思っています。娘も小

さな頃からアトリエで沢山の方々に見守られながら

育ってきて、アトリエに来れば自分とお話ししたり

遊んだりしてくれる誰かがいる！と思える大好きな

場所になっています。上の子は2歳から利用してい

てもう気づけば7歳（一年生）下の子は３歳（年少）。

妊娠中、私の代わりに子供の鬼ごっこを毎週大学生

がやってくれてました♫

（Uさん 30代 2児の母 ）

【課題➂】子育て世帯の居場所不足・孤立対策

＜特にアピールしたいポイント＞

☞ 親子の居場所や学生による「子どもの学習支援」なども定着



＜特にアピールしたいポイント＞

【課題➃】地域資源である川辺の美化・活用

☞ カヌー乗り場の新設等、新たな地域価値が生まれ街の魅力が上昇中！



＜特にアピールしたいポイント＞

【最大の】アピールポイント

☞自治会長の世代交代が実現！新旧会長がタッグ組み街の魅力を牽引中！



共創関係者・第三者からの評価

大熊自治会長の取材コメント
ハウジングトリビューン（2019年３月取材掲載）

その他受賞歴
●グッドデザイン賞受賞（2020年）

●越谷市自治会連合会団体表彰受賞（2022年）
●第１回地域価値を共創する不動産業アワード

「１次審査通過」

Special Thanks

今回の活動に関わってくださった
主な団体・関係者一覧

●地方公共団体
・埼玉県 （県土整備部河川環境課／統合治水事務所）
・越谷市 （市民活動支援課、公園緑地課、環境政策課、）
・総務省地域資源・事業化支援アドバイザー 林田 暢明氏

（未来会議ファシリテーション）

●企業
・つみき設計施工社
・HITOTOWA Inc
・株式会社Share Re Green

●地域・住民
・南荻島出津自治会
・南荻島まちづくりサポーター
・フロードヴィレッジ景観管理組合
・元荒川の自然を守る会
・NPO法人越谷市カヌー協会
・NPO法人草加市カヌー協会
・足立区カヌー協会
・茶のみすゞ
・北越ぎょうざ
・小西酒造

●教育機関
・文教大学人間科学部宮地ゼミ
・文教大学和太鼓サークル 出津龍
・文教大学ボランティアサークル くらうど
・文教大学ボランティアサークル ｈ°ｅａｔｈ
・早稲田大学建築・まちづくり リサーチ・ファクトリー


